
報告事項１ 

 

新モビリティサービス実証実験の実施状況について 

 

令和２年１２月９日提出 

東広島市地域公共交通会議    

会 長  塚 井  誠 人   

 

１ 令和元年度 実証実験実施結果について 

 

（１）『広島大学循環バス』運行 

ア 運行内容 

上期：令和元年 10 月 1 日～令和 2年 1月 31 日（平日のみ 80 日間） 

下期：令和 2年 4月 1日～令和 2年 7月 31 日（平日のみ 82 日間） 

 

ハイエースコミューター（定員 13 名）2台による無償運行 

(ｱ)定時定路線運行…7便/1 日（予約不要） 

(ｲ)デマンド運行…広島大学周辺エリア内（MONET アプリ予約） 

 

イ 利用状況 

  別紙２のとおり 

 

（２）検証結果 

ア 定時定路線運行 

    広島大学―東広島駅の交通需要が低いことが改めて判明したため、継続的な

実証実験は実施しない。 

イ デマンド運行 

    自動運転に資するデータ収集ができたため、自動運転及び MaaS に関する実

証実験を引き続き実施する。 

 

 

２ 今後の実証実験について 

 

（１）自動運転実証実験 

 

  別紙３のとおり。 

 

（２）小売り×MaaS 実証実験 

 

  別紙３のとおり。 

 なお、BOPIS に先駆けて、『広島大学循環バス』と同様のオンデマンドバスの運行

を実施している。 

  期間：令和２年１１月２日（月）～令和３年３月３１日（水） 

  

資料３ 
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自動運転・小売 MaaS 実証実験の開始 

令和 ２年 １２月 ４日 市長定例記者会見 

 

 

１ 概要 

SDGs 未来都市に掲げる「住み続けられるまちづくり」の推進と、自動運転時代を見据えた国際学術 

研究都市の実現に向け、スーパーマーケット等と連携した小売 MaaS を自動運転車で実現する

「Autono-MaaS（オートノマース）」の実用化に向けた実証実験を開始します。 

子育て世代や高齢者への買物支援など新たな市民サービスの展開が期待されます。 

※ Autono-MaaS：自動運転車と各種サービスの融合を示す造語 

 

２ 実証実験の全体像 

（１）自動運転車の運行 

   概  要：広島大学構内を自動運転車が定時定路運行する。 

   利 用 者：広島大学教職員・学生   利用料金：無料 

   車  両：アメリカ合衆国で公道走行実績がある May Mobility 社の車両を日本初輸入 

政策企画部 政策推進監 

電話：082-420-0917 

別紙３ 



 

 

（２）小売 MaaS 

  ①BOPIS（ボピス） 

   概  要：新たな小売り形態である BOPIS とデマンドバスを掛け合わせた小売 MaaS を展開する。 

   利用方法： 

（デマンドバス）運行中。専用アプリに利用者登録、乗車予約を行う。運賃無料。 

（小売サービス）2021 年 3 月開始予定：イズミアプリで注文した商品を「ゆめタウン学園店」店頭

ロッカー等で受取り。※アプリ配信までの間、当面は電話で注文受付。 

         

 

  ②貨客混載 

   概  要：アプリで車両を予約し利用者が指定する場所から「ゆめタウン学園店」まで送迎する

サービスと、電話などで注文した商品を利用者が指定した場所・時間に配送するサー

ビスを同時に行う。 

   場  所：広島大学周辺（西条下見及び西条町下見地区） 

   利用方法： 

（デマンドバス）アプリで場所・時間を指定し車両を予約する。 

（小売サービス）2021 年 2 月から電話にて注文し、自宅など任意の場所・時間に配送。 



 

 

 

３ 推進団体 

  産学官で組成する「東広島市 Autono-MaaS 推進コンソーシア

ム」によって事業実施。 

  ■コンソーシアム加入団体 

   広島大学、株式会社イズミ、中国ジェイアールバス株式会社、

芸陽バス株式会社、広島県タクシー協会、広島トヨペット株

式会社、MONET Technologies 株式会社、株式会社現代文化

研究所、広島県警察、中国運輸局、広島県、東広島市 

 

 

※ BOPIS：Buy Online Pick-up In Store の略。オンラインで購入し、実店舗で受け取る購買形態のこと。 

※ MaaS：Mobility as a Service の略。出発地から目的地までの移動ニーズに対して最適な移動手段を

シームレスに提供するほか、移動以外のサービスと連携するなど、移動及び移動以外のサービ

スを一元的に捉える概念。 
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